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f 成績評価には GPA の活用が好ましい。GPA は、
科目の単位数とその成績点（中・高校の評定値に類
似した数値）を乗じたものの総和を履修合計単位数
で除して計算します。成績優秀者には次セメスター
の履修上限を緩和し、早期卒業を可能にします。逆
に成績不良者には履修制限を行い、きちんとした学
習をしてもらいます。これによって無駄な履修申告
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がなくなると言われます。教育効果を数値化するこ
とで個々の学生に指針を与えるためのツールとして
の役割を果たすとともに、各科目の特性、教育効果
を検証するツールとして利用すれば教員の啓蒙にな
ると言われます。
g 長期履修学生に対する履修上の指導あるいはGPA
を活用した学生指導のためにアドバイザー制度を確
立する必要があります。例えば教員はひとり１学年
10人合計40人のアドバイザーになり、学習指導、学
校生活、進路を指導助言します。学生はアドバイザー
の承認がないと履修申告できません。
h セメスター制の完全実施が望ましい。セメスター
毎に成績評価し、学生に弾力的な軌道修正のチャン
スを与えることができます。
四　インターネット大学
単位制授業料となると、いよいよ日本でも現れたイ
ンターネット大学も視野に入れておく必要がありそう
です。最近の E ラーニングの進化は著しいものがあり
ます。私事ですが、現在 E ラーニングで中学、高校の
勉強をしています。好きな時間に、繰り返し学習する
ことができるのはとても便利ですし、有名講師の指導
方法は非常に参考になります。
現在はまだ本格展開している大学はわずかで、授業
科目が限られていますが、これが多様な科目を持つよ
うになったら、社会人の利用が格段に増加しそうです。
通学型の大学への社会人入学は少なくなるのではない
でしょうか。ただ、高校卒業者の入学者の急な増加は
ないと思われます。先生や仲間との触れあいの少ない
インターネット大学では満足できないでしょう。
大学も部分的でもこの技術を活用すべきでしょう。
例えば、大学の授業の一部、社会人向けの公開講座、
高校生向けの出前講座などを収録しホームページに掲
載してはどうでしょう。有料でも良いわけです。
五　最後に
文中でも指摘しましたが、地方の大学は What では
なく How に活路を探るべきでしょう。手前味噌です
が、本学の就職指導は徹底した個別指導が売り物です。
毎週月曜の５限に実施する就職ガイダンス、模擬試験
といった全員対象の就職指導行事だけであとは自分な
りに就職活動をする積極的な学生もいますが、多くの
学生はゼミ担当教員による激励、指導、確認により励
まされながら就職活動を進めています。また、就職委
員の先生と事務職員が連携して、最後のひとりまで就
職させるよう進路相談を繰り返し実施し、履歴書の書
き方、面接の受け方について個別指導を行っています。
多品種、少量生産どころではありません。ひとりずつ
個別のサービスを提供する努力を重ねています。その
ためには大変な労力が必要です。知恵がなければ汗を
かけと言いますが、両方が必要というのが、地方大学
の現状ではないでしょうか。
本文を書いている最中に進研アド社の雑誌
Between10－11月号が届いて、その中に国立大学法人
愛媛大学が文科省の示した標準授業料（引き上げ）に
直ちに追随することなく、地方と都市部の賃金格差は
明白なのに授業料は全国横並びというのでは、国民に
説明がつかないという理由で独自の判断で引き上げ幅
を圧縮し、その減収分を人件費の削減等でカバーする
決断をした旨報じられています。
国立大学法人でさえ学費値上げを抑制し、大胆な教
育改革に取り組んでいます。まして、私企業である地
方の私立大学は思い切った学費対策を断行することに
より経営基盤を確立し、地域の住民に高等教育を提供
し続けることができるよう願って筆を置きます。
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